
福祉事業・製パン事業・リサイクル事業

事業所見学してみませんか？
パンづくり等の日中活動を通じて、
　　　　　　一般就労を目指します！

【就 労 移 行 支 援】
【就労継続支援 B 型】
【就労継続支援Ａ型】

鹿島市大字納富分2904　☎0954-62-3218

く
ま
も
と
よ
し
ひ
ろ

〜 

翠
青
磁
に
魅
せ
れ
て 

〜

　
10
月
か
ら
12
月
の
床
の
間
コ
ー
ナ
ー
は

鹿
島
市
在
住
の
、
熊
本
義
泰
さ
ん
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

　
熊
本
さ
ん
は
、
１
９
４
４
年
鹿
島
市
浜
町

生
ま
れ
。
１
９
７
２
年
に
京
都
で
天
目
の
第

一
人
者
、
木
村
盛
和
氏
に
師
事
さ
れ
、
１
９

７
９
年
に
生
ま
れ
故
郷
の
浜
町
に
帰
郷
さ

れ
、
ご
自
宅
に
窯
を
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
期
の
こ
ろ
は
地
元
多
良
岳
産
出
の
岩

石
で
天
目
を
制
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
染

色
家 

鈴
田
照
次
氏
の
勧
め
も
あ
り
、
「
青

磁
」
の
世
界
に
飛
び
込
ま
れ
ま
し
た
。
中
国

の
宋
時
代
に
作
ら
れ
た
深
い
緑
色
の
青
磁

に
魅
せ
ら
れ
、
研
究
に
没
頭
。
今
日
ま
で
、
日

本
伝
統
工
芸
展
・
西
日
本
陶
芸
美
術
館
な

ど
多
数
入
賞
入
選
さ
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
陶
磁
器
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
な

み
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
水
彩
画
で
も
才
能
を
発

揮
さ
れ
て
お
り
、
浜
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
陶
芸
・
水
彩
画
と
熊
本
義
泰
さ

ん
の
多
岐
に
わ
た
る
作
品
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

【
期
　
間
】

前
期
展
示
　
10
月
１
日
（
日
）～
11
月
９
日
（
木
）

後
期
展
示
　
11
月
11
日
（
土
）～
12
月
27
日
（
水
）

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
11
月
11
日
（
土
）
　
13
時
30
分
か
ら

　
場
所
　
交
流
プ
ラ
ザ
（
エ
イ
ブ
ル
２
階
）

▲熊本 義泰さん
in 青磁ギャラリー

　
よ
も
や
ま
と
い
う
の
は
、「
四
方
八
方

（
よ
も
や
も
）
」
が
変
化
し
た
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
四
方
八
方
（
し
ほ
う

は
っ
ぽ
う
）、
つ
ま
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

と
い
う
意
味
で
す
。

　
日
本
は
山
が
多
い
国
・
・
・
四
方
の

山
で
見
て
き
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
で

話
に
花
が
咲
く
と
い
う
こ
と
も
多
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
山
盛
り
の
話
題
と
い
う
感
じ

で
、
「
四
方
山
話
」
と
い
う
言
い
方
が
親

し
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
親
し
い
仲
間
に
久
し
ぶ
り
に
会
え
ば
、

四
方
山
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　
「
話
す
」
の
語
源
は
、
「
放
つ
」
だ
そ
う

で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
こ
と
は
、

心
を
解
き
放
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

す
ね
。

　
つ
ま
り
、
お
し
ゃ
べ
り
が
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
役
立
つ
わ
け
で
す
。だ
か
ら
、
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
人
は
、
元
気
で
長

生
き
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
お
し
ゃ
べ

り
好
き
は
、
き
っ
と
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
方
法
を
自
然
と
身
に
付
け
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

　
解
き
放
し
た
言
葉
と
心
、受
け
止
め

て
く
れ
る
心
と
言
葉
・
・
・
。
心
の
健

康
に
は
必
須
の
よ
う
で
す
。

　
体
の
健
康
づ
く
り
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す
が
、
心
の
健

康
づ
く
り
に
は
、
お
し
ゃ
べ
り
が
心
の

ス
ト
レ
ッ
チ
！
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む

と
自
然
に
笑
顔
が
生
ま
れ
、
老
化
防
止

に
も
つ
な
が
っ
て
一
石
二
鳥
！

　
四
方
山
話
を
楽
し
む
余
裕
を
持
ち
た

い
で
す
ね
。

　日本の伝統的な食文化である「和食」は日本人の栄養バランスに優れた健康的な食生活を支え、自然の

恵みである食をともにすることで家族や地域の絆を深める役割を果たしてきました。

　御飯を中心に、魚や肉など動物性食品中心の主菜と、野菜・いも・豆類などを数種類組み合わせた副菜、

具だくさんの汁を用意すれば、比較的簡単に栄養バランスが取れます。

向かって手前左に「飯」、手前右に「汁」、その

中間に「香の物」、さらに右奥に「主菜」、左奥

に「副菜」を置き、酢の物や和え物は中央に配

置するのが基本の置き方です。

私たちの生活とともにある日本の食文化のことをもう一度考えてみましょう。

熊
本
義
泰
作
陶
展

（農林水産省“ おうちで和食 ”より抜粋）

目標期間、目標冊数を設定し、達成状況を確認する

ことができます。

「読みたい本」、「読み終わった本」を、Web 上で管理で

きます。

ホームページリニューアル

※イベント会場までバスを出しますが、現地集合

　　　　　　　　も可能です。

『熊本義泰展 ～翠青磁に魅せられて～』

先月の「エイブルの木」で
11 月 29 日とお伝えしまし
たが、正しくは12日です。
お詫びして訂正いたします。

9月３0日（土）発売

①

②

③

800円

500円

300円



現在の会員数978名！
うち市外会員112名
うち法人会員 6団体

現在の会員数978名！
うち市外会員112名
うち法人会員 6団体

7月27日（木）、佐賀西信用組合本店において、地元の小学生と保護者19組44人が、
金融のしくみについて学び、普段見られない閉店後の本店内を探検しました。

　この企画は、佐賀県金融広報委員会、佐

賀西信用組合、エイブル倶楽部が共催し、

金融広報委員会による「お金の流通につい

ての説明」や「お金○× クイズ」、佐賀西信

用組合による「地域における信用組合の役

割」などのお話を聞き、ふだん見られない、

閉店後の店内や役員室、大金庫などを見学

しました。

　最後に金融広報委員会より「おかね博

士」の認定証が授与され、「みにみに市民図

書館」の、お金にまつわる本の貸し出しも

あり、充実した 2 時間を過ごし、27 人の

「おかね博士」が誕生しました！

（文・写真：事務局）

▲クイズ「1万円に使われている色の数は表と
裏同じ数である」「正解は×　偽造防止のため
表面は14色、裏面は７色使用されている。」

▲15:00閉店後、職員の皆さんは仕事中でした
が、奥の大金庫の中を見せてもらいました。
扉の厚さが15センチもあり、びっくり！

  「一般財団法人 鹿島市民立生涯学習・文化振興

財団」では、エイブルと鹿島市民会館、鹿島市民

図書館の情報をホームページにて公開しています

が、今回ホームページをリニューアルしました。

　より見やすく、スピーディーに情報をお伝えで

きるように工夫してまいります。

　また、合わせて鹿島市民図書館のホームページ

も 9 月 30 日から新しくなります。

　アドレスはどちらも今までと同じです。

★エイブル／

　http://kashima-able.com/

★鹿島市民図書館／

　https://www.library.city.kashima.saga.jp/

　まだ一部修正中のところがありますが、これま

で通りご利用いただきますよう、よろしくお願い

いたします。

　不動産に関する税金の3回目、今回は売却に関する税金についてのお話です。

　売却した場合、税金がかかる場合とかからない場合があります。それは、譲渡所得が出るかどうかによりま

す。譲渡所得は、「売った金額－買った金額（建物の場合は減価償却分を引いた金額）」で計算しますので、土

地を売った場合、買った金額より売った金額が少なければ、譲渡所得は発生せず、税金はかかりません。

買った金額がわからない場合は、売った金額の５％で買ったものとみなして計算しますので、必ず税金は発生

します。土地を売った時は、買った時の契約書・領収書を保管しておくのが節税につながります。

8月20日（日）に、「わくわく☆理科教室」を行いました。講師は、化学を専攻し、大学の教官も
務めた経験のある、鹿島市民図書館・前田館長。“空気砲”と“シャーベット”を作りました。

　まずは、“ 空気砲作り ”。巨大空気砲を使って、空気の威力を子ども達に確認してもらっ

た後、各々ペットボトルで小さい空気砲を作ります。単純なのですが、ちょっと力のいる

ところがあり、子ども達は四苦八苦！何とか皆無事に完成し、的当てゲーム開始！しかし

…なかなか的に当たりません。そんな中、１年生の梶山芽郁ちゃんがなんと、８秒で的を

全て倒し、見事優勝しました。

　続いて、“ シャーベット作り ”。氷に塩を加えると氷点下まで温度が下がることを学び、

冷凍庫を使わないでオレンジシャーベットを作るのですが、果たして…子ども達は、力の

限り氷を振り、袋が破けて氷や塩をまき散らしたり、間違って氷に直接オレンジジュース

をかけてしまったりハプニング続出。でも大笑いで全て乗り

越え、最後は冷た～いシャーベットが完成。全員、「おいし

かっ !!」と満面の笑みでした。

　図書館には、理科や実験のおもしろい本や DVD がたくさん

あるので、自宅でもお子さんと実験を楽しんでくださいね☆

　ちなみに…実験に失敗はつきものですので、お父様、お母様、

どうぞ根気強く♥

　講師の石川宗晴さんは、山口県出身で、大学では物理を学び、研究開発のお仕事に就かれて

いて、絵画とは全く関係ない人生を送ってこられていたとのこと。舅にあたる岩永さんがご

存命の頃は、アトリエに入ることは遠慮されていたそうです。岩永さんが亡くなられた後、お

母様や奥様とアトリエを整理され、絵画以外の多くの資料が見つかったとのことです。

　最初に見つけられたのが、昭和 48 年から書き始めた制作日誌。この制作日誌の中に「絵は

精神だ」「一つのタッチにこもる心」「気韻生動」という言葉が書かれていて、初めは疑問を持

たれたそうです。やがて、この制作日誌の言葉は、日展などに

多数入選し有名になってもなお、自分を確立するのに苦労され、自分を鼓舞して、画家

としてたゆまぬ努力を重ねられてきた岩永さんの「心の表現」なのではないか、と思い

至ったとのことです。

　質疑応答では、お父様が岩永さんの「漁夫」の絵のモデルだったという方が、その時の

エピソードを交えてお話されました。また岩永京吉さんの絵に対する執念といったも

のを感じていた、とお話しくださった実の弟さんのお話など、知られざる岩永京吉さん

の内面を垣間見ることができたギャラリートークでした。　　　　（文・写真：事務局）

巨大空気砲の威力はすごいぞ！

なかなか的が倒れないぞ～

「おいしかー！！」

　8月19日（土）に、岩永京吉美術館 館長、石川宗晴さんによるギャラリートークを開催しました。
直前になって会場をエイブルホールに変更しましたが、多くのお客様にお越しいただき、岩永京吉
さんに魅せられた石川さんの、熱意あるお話をお聞きすることができました。

▲講師の石川宗晴さん

▲和やかな雰囲気の質疑応答

（文・写真：図書館）


